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２０１９年度  事 業 報 告 

(２０１９年４月 1日～２０２０年３月 31 日) 

 

≪職務執行状況の報告≫ 

 

２０１９年度の花火大会は、金土の週末開催であったことや天候にも恵まれたことから、

過去最高の１０８万人の入込数となり、非常に多くの方々から長岡花火を観てもらうこと

ができた。 

また、週末開催に伴い、例年以上の人出が予想されたことから、特に安全対策や交通対

策に注力し、結果、過去最高の人出に対しても安全安心に大会を運営できたことは、今後

の大会運営の大きな糧となった。 

年間を通した長岡花火プロモーション活動では、米百俵フェスは台風の影響で、ホノル

ルフェスティバルは新型コロナウィルスの影響で残念ながら中止となったが、海外から多

くの音楽アーティストが集まったアフィニス音楽祭や冬のウインターファンタジー、雪し

か祭りなどで長岡花火を打ち上げたほか、市内外のイベントでのＰＲ活動により、長岡花

火を広く発信することができた。 

長岡花火オフィシャルパートナー協定においては、新たに締結した企業を含め、２２社

に増え、様々な業種業態から支援をもらいながら、長岡花火のブランディングを展開した。 

２０２０年の花火大会は残念ながら中止となるが、２０２１年の開催に向け、今からし

っかりと準備を進めて行く。 

理事長 髙見 真二 

 

１ 長岡まつり大花火大会の企画・運営  

 

(1) ２０１９年度長岡まつり大花火大会の開催結果 

・２０１９年８月２日(金曜日)、３日(土曜日) 

・観覧客数 ８月２日５２万人 ３日５６万人 計１０８万人 前年比４万人増 

・大型花火台数 各日３９台 計７８台（２０１８年度より各日１台増） 

   

(2)主な花火の内容 

 ・冒頭のナイアガラ超大型スターマインは、米フェス公式テーマソング「輝き」を初使用。

子どもたちの歌声に合わせて打ち上げ、好評を博した。 

・15 回目を迎えたフェニックス花火は、これまで多くの人に支えられて続けてこられたこ

とに対する「感謝の想い」を込め、次世代を担う若手の各団体と連携、協議しながら構

成し打ち上げた。 

・天地人花火、花火「この空の花」、花火「故郷はひとつ」、米百俵花火尺玉 100 連発は、

長岡ゆかりの音楽で打ち上げた。    
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(3)安全対策の内容 

・過去最高の来場者数を記録したが、警察、警備員、市職員等が一丸となり、会場内外の

安全対策の徹底や交通渋滞の解消など、花火客の安全確保を最優先とする取り組みによ

り、大きな事故なく開催することができた。 

 ・民間警備員は２日間で約 1,600 人、市案内誘導員約 800 人の動員に加え、警察、消防、

JR 長岡駅等、総勢約 4,000 名体制による安全対策を実施し、スムーズ、かつ適切な安全

広報・誘導を図った。 

   

(4)交通対策の内容 

・交通規制エリア内外での違法駐車や住宅前の違法駐輪が目立ち、周辺住民からの苦情が

多数寄せられた。今後は、臨時駐車場の増設、住宅前の駐輪対策を検討していく必要が

ある。 

・観客輸送バスの利用者は、全４路線合計で過去最高となった。 

  ・シャトルバス発着場となった越後丘陵公園駐車場では、駐車台数の上限を超える車が来

場したため、今後周辺道路を含め対応策が必要である。 

  ・駐車場予約サービスとなる「長岡花火駐車場シェアプロジェクト」を実施した。公式・

民間提供含め２日間で計 4,700 台登録があり、駐車場不足解消に一定の効果があった。

また同サービスを利用した公式駐車場予約は全国の花火大会として日本初であった。

（新規） 

 

(5)広報対策の内容 

・長岡花火公式アプリは、今年からマップ機能の追加により、トイレや喫煙所等の位置を

アイコンで表示できるようになったほか、当日の駐車場満車状況や無料席の埋まり状況

をリアルタイムで分かるように改善した。また、プッシュ通知の種類をジャンル分けす

ることにより、観覧客が求める情報をより最適な形で発信できるようになった。 

・２日間ともにテレビの生中継により、全国に発信を行った。 

２日：ＮＨＫＢＳプレミアム、ＮＣＴ（Jcom 連携） 

   ３日：ＢＳ－日テレ、ＮＣＴ（Jcom 連携） 

・「かこパッド」をアオーレ長岡シアターで上映し、来岡する花火客に対し、長岡花火に込

められた想いの伝承活動を図った。 

・地方紙、情報誌、TV、ラジオでの広報活動に加え、パブリシティを活用した効果的な花

火情報の発信を図った。 

 

(6)外国人観光客に対する対応 

・英語と中国語の通訳ボランティアを拡充した配置（英語２７人 中国語１１人 計３８

人）や外国人向けの指差し会話シートの配備により、外国人に対してより効果的な案内

誘導を図った。  

・長岡花火公式ウェブサイトの外国人専用ページ（英語）を立ち上げ、自動翻訳ではない

伝わりやすい翻訳とした。 
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２ 長岡の誇りを伝える活動  

 

   (1) 学校等への訪問活動 

   ① 統一コンテンツの活用 

     ・次世代を担う子どもたちへ、長岡まつりの起源を伝えるとともに、長岡花火に込めら

れた想いを通して長岡に誇りを持ってもらうため、関係団体と共同で作成した長岡

花火アニメーション（かこパッド）を活用し、小中学校への長岡花火普及啓発活動を

行った。 

    ・２０１９年度財団実績：８校２５２人 各３団体１５４人  計４０６人 

・フェニックスボランティア部会実績：２３校１,７１６人 

   ② ボランティア活動を通じた人材育成の強化 

    ・フェニックスボランティアを中心に、フェニックス花火の募金や長岡花火の普及・啓

発活動などを通じて、ボランティア人材の育成を行った。 

・２０１９フェニックス花火協賛金 10,354,064 円 

状 況 写 真 

花火打ち上げの様子（2019 フェニックス花火） Ｂ会場 無料席開放直前の様子（8/3 11：00） 

通訳ボランティアの様子（8/2 14：30） 長岡駅前方面別動線の様子（8/3 21：50） 
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    (2) 長岡花火ブランド発信拠点の活用 

      長岡花火情報の発信拠点 

・アオーレ長岡シアター入口に新たに、「長岡花火情報室」を設置し、花火玉や打上筒

の展示を行い、ＮＰＯ法人ネットワークフェニックスと連携協力しながら、長岡花

火の歴史等の普及啓発を行った。 

・隣接のアオーレシアターで映像コンテンツの上映を行った。 

    ・２０１９年アオーレシアター利用者数 15,853 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（川崎小学校）               （千手小学校） 

 

   (3) 米百俵未来塾「私の花火打ち上げ開始でございます！プロジェクト」（新規） 

   ・米百俵未来塾の第７回目の講座を担当し、長岡花火の歴史や長岡花火に込められた想

いを普及啓発したのち、実際に長岡花火を打ち上げている花火師の指導のもとで、パ

ソコンの花火デザインソフトを使用してオリジナル花火を塾生たちに作成させた。 

２０１９年１１月２日(土) 14:00～17:00 

   参加塾生 ４０人 

 

３ 長岡花火ブランドの全国・世界発信  

 

 (1) メディア等との連携による発信強化 

    メディアを通じたＰＲ 

・大花火大会の全国生中継を軸に、ラジオ、雑誌等を活用したメディアミックスによ

る情報発信を通年で行った。  

・生放送 ２日：BS プレミアム（BS4K、BS8K 同時放送）、NCT（同時ネット配信） 

 ３日：BS-日テレ､NCT（同時ネット配信） 

・スマートフォン専用の長岡花火公式アプリを配信し、花火プログラムや交通情報、

花火会場マップなどの掲載のほか、プッシュ通知によりリアルタイムで情報を配信

した。花火大会両日で１１万人以上が同アプリを利用した。 

長岡花火普及啓発活動の様子 
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  (2) 海外でのブランド発信の推進 

     ・２０２０年３月８日（日）にホノルルフェスティバルにて長岡花火の打ち上げを予

定していたが、新型コロナウイルスの影響で長岡花火打上げは中止となり、ホノル

ルフェスティバル自体も中止となった。 

     

(3) 長岡花火の拡大展開 

 ①米百俵フェスティバルでの長岡花火打上事業 

  ・２０１９年１０月１２日(土)～１３日(日)にて音楽フェスのフィナーレに、米百俵

フェスオリジナル超大型スターマイン「輝き」等を打ち上げる予定であったが台風１

９号の影響で中止となり花火打上げも中止となった。 

 

 ② 長岡花火ウインターファンタジー（３回目） 

・国営越後丘陵公園の「ウインターイルミネーション」と、「長岡花火」をコラボレー

ションし、冬季における長岡花火の打ち上げを実施した。 

・花火は６演目３０分間。オープニングイベントとして花火師の解説付きで花火を打

上げ。 

２０１９年１１月３０日(土) 17:00～18:00 

   観覧者数 １０，０００人 

 

③ 長岡雪しか祭り（長岡花火・雪花火） 

   メッセージ花火４台、スペシャルワイドスターマイン２台  計６台 

２０２０年２月１５日(土) 18:00～18:20（参考：雪しか祭り来場者数 45,000 人） 

 

④ 他イベントにおける長岡花火の発信（新規） 

  ・ＮＡＧＡＯＫＡ未来創造博（８月１０日(土)、１１日（日）12：00～20：30） 

   （参考：来場者数２日間で 7,000 人 花火打上げ 20：00～） 

・アフィニス夏の音楽祭２０１９長岡（８月２０日(火)～２５日（日）６日間） 

（参考：歓迎レセプション（１４５人）の行われる前日１９日 20：00～打上げ） 

 

 ⑤ 地域の花火大会と長岡花火の一体となったプロモーション 

 ・寺泊港まつり海上大花火大会（８月７日(水) 19:30～21:00） 

   米百俵花火「空を見上げてごらん」の打上げ 

  ・おぐに大花火大会（８月１８日(日) 19:30～21:00） 

   「おぐに地域の花火・フェニックス」の打上げ 

  ・とちお遊雪まつり 前夜祭花火（２月１日(土) 19:30～20:00） 

   スターマイン４台の打上げ 

・えちごかわぐち雪洞火ぼたる祭 雪上花火（２月２９日(土) 18:30～18:35） 

   スターマイン１台の予定だったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
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(4) 若年層への訴求（新規） 

 ①ニコニコ超会議でのブース出展 

・長岡花火を知らない若年層に長岡花火を知ってもらうことを目的に、若者が多く参

加するニコニコ超会議でブース出展し、長岡花火の VR 映像を 2 日間で約 600 人に

体験してもらった。 

  ・日時：２０１９年４月２７日（土） 10:00～18:00 

２０１９年４月２８日（日） 10:00～17:00 

  ・会場：幕張メッセ 国際展示場（千葉県千葉市美浜区中瀬２－１） 

 

②日芸祭でのブース出展 

  ・日芸祭（日本大学芸術学部文化祭）でブースを出展し、長岡花火のＶＲ映像を２日

間で約５００名に体験してもらい、多くの方から好評をいただいた。 

  ・日時：２０１９年１１月３日（日）、４日（月・祝） 両日とも 10:00～18:00 

  ・会場：日本大学芸術学部 江古田キャンパス（東京都練馬区旭丘２－４２－１） 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウインターファンタジーでの花火打上げ 長岡雪しかまつりでの花火打上げの様子 

ニコニコ超会議でのブース出展の様子 日芸祭でのブース出展の様子 
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 ４ 組織力の強化  

 

(1) リスクマネジメントの強化 

   ① 事故リスクへの対応 

     ・花火大会の規模拡大に伴い「賠償責任保険」への追加加入。（全国市長会の保険限度

額 1事故５億円に加え、さらに５億円を上乗せし、合計１０億円へ引き上げた。） 

・花火大会の中止・延期に備え、加入した興行中止保険の内容を充実させ、補償限度額

を引き上げた。 

（補償限度額：９億８，３３７万７千円） 

 

  (2) 経営基盤の強化 

    自主財源の調達制度の構築 

・年間を通して長岡花火を応援する企業団体と「長岡花火オフィシャルパートナー協定」

を締結し、互いに効果を共有できる関係を構築した。（２年目 締結企業：２２社） 

    

  (3) 人材の育成 

・臨時職員に関する就業規程（時間外労働等）の改定を行い、より働きやすい職場環境

の整備を図った。 

 

 

５ 理事会の開催  

第 1回 令和元年５月１５日（水） 

議題 ・２０１８年度事業報告・計算書類・附属明細書の承認について 

・理事候補者の決定の件 

・２０１９年度定時評議員会の招集について 

・長岡花火の打ち上げ協力について 

 

第２回 令和元年５月３０日（木） 

議題 ・代表理事（理事長）選定の件（書面議決） 

・副理事長選定の件（書面議決） 

・専務理事選定の件（書面議決） 

・常務理事選定の件（書面議決） 

 

第３回 令和元年７月４日（木） 

議題 ・報告事項：今年度の長岡まつり大花火大会について 

・報告事項：大花火大会までの主なスケジュールについて 

・報告事項：長岡花火オフィシャルパートナー【新規】について 

・報告事項：新潟アルビレックスＢＢとの連携について 

・報告事項：今年度のウィンターファンタジーについて 
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第４回 令和元年１０月３日（木） 

議題 ・長岡花火チケット販売検討委員会の立ち上げについて 

・花火協賛額及び花火種類（規模標記）の改定について 

・報告事項：長岡まつり大花火大会実施報告 

・報告事項：他イベントにおける長岡花火の発信について 

 

第５回 令和元年１２月６日（金） 

議題 ・２０２０年長岡まつり大花火チケット販売方法について 

・花火種類（規模標記）の改定について 

・２０２０年長岡まつり大花火大会のテーマ及びポスターについて 

・報告事項：令和元年台風１９号に係る災害復旧について 

・報告事項：米百俵フェス（中止）について 

・報告事項：長岡花火ウィンターファンタジー事業報告について 

・報告事項：その他長岡花火発信事業について 

 

第６回 令和２年３月３日（火） 

議題 ・理事の辞任に伴う理事の選任候補者の決定について 

・２０１９年度補正予算について 

・２０２０年度事業計画（案）、予算（案）について 

・２０１９年度臨時評議員会の招集について 

・臨時職員就業規程の一部改正について 

 

第７回 令和２年３月２３日（月） 

議題 ・臨時職員就業規程の一部改正について（書面議決） 

 

 

６ 評議員会の開催  

定時評議員会 令和元年５月３０日（木） 

議題 ・２０１８年度計算書類承認について 

・理事の選任について 

・評議員の選任について 

   ・報告事項：２０１８年度事業報告について 

 

臨時評議員会 令和２年３月２７日（金） 

議題 ・理事１名選任の件（書面議決） 
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事業報告の附属明細書 

 

  一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第３４条第３項に規定する「事業報

告の内容を補足する重要な事項」はありません。 
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２０１９年度 計算書類 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人長岡花火財団 
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